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結晶核剤の導入による
生分解性プラスチックの
射出成形性の向上

微生物由来のプラスチックに、天然微粒子を結晶核剤として添加して混練し、得ら
れた複合体の熱特性や結晶性などを調べました。その結果を配合比などの混練条
件に反映することで、汎用射出成形機における、結晶化速度の促進による加工性
向上の手法を確立しました。

⚫ 微生物由来プラスチックの成形性が向上しました

⚫ 結晶化を促進する適切な結晶核剤、およびその配合比が
明らかになりました

⚫ 従来より短い成形サイクルが実現できました
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⚫ 中小企業が都産技研の成形機器を活用した試作

⚫ 中小企業との共同研究

⚫ 中小企業生産現場への技術情報提供による製品化支援
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研究員からのひとこと

この技術でプラスチックの成形性を高めることが
可能です。プラスチックの成形に興味のある企
業の皆さまは、お気軽にお問合せください。
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図2 示差走査熱量計(DSC)による分析の結果

射出成形機

結晶化による放熱量を分析することで(図2)、卵殻が結晶化を促進する核剤になり得る(図3)ことがわかりました。

図3 各種核剤の相対結晶化度促進効果
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図1 プラスチックの原料の変遷
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